


はじめに 

 

本市の水道事業は、市制施行から間もない昭和 33 年

に事業認可を受け給水を開始して以来、5 期にわたる拡

張事業を推進し、都市化の進展による水需要の増加に対

応してまいりました。 

給水開始から 60 年を迎えようとしている現在、水道

普及率は 99％を超え、市民生活に欠かせないライフライ

ンに成長いたしました。 

水道事業を取り巻く環境は、人口減少社会の到来、節水意識の向上による

水需要の減少に加え、これまで整備した施設が更新時期を迎えるなど、大き

く変化しており、これからは施設の更新や大規模地震に備えた耐震化などの

課題に着実に対応していく必要があります。 

こうしたことから、平成 24 年に策定しました「狭山市水道ビジョン」を

見直し、「安全」「強靱」「持続」の観点から、将来の水道事業の理想像を掲

げ、今後 10 年間の方向性を示す『第２次狭山市水道ビジョン』を策定いた

しました。 

今後も、狭山市水道事業の基本理念である「安全・安心な水の安定供給」

を目指した事業運営に努めてまいりますので、皆様のより一層のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

 

平成 30 年 3 月 

 

狭山市長 小谷野  剛 
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